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１． はじめに 
筆者はこれまで「気」にまつわる言葉（１）の使用と意味を研究してきた。それによ
ると、「気」は奈良期の文献から既に見られ、平安期と鎌倉期の和文には「気色」ば
かりで、それ以外の「気」はあまり見られず、室町期の抄物において二字漢語化され
た「気」がたくさん見つかった。その後、江戸期にはよく知られているようにかなり
多くの「気」が見られた。 
自身の先行研究では、古代語の「気」は『新編日本古典文学全集』データベース
を利用し、主に和文における「気」を延べ語数で調査していた。しかし、偏った位相
の言葉の調査に留まっていたため、本稿では古文書や日記文の中の変体漢文や漢文訓
読文における「気」の調査を追加する。そして、近代語調査で行った方法に条件を揃
え意味分類を行う。なお、本論文は各時代の「気」の意味を探ることを目的とするた
め、ある種類が 1例でも見つかれば「その時代に存在した」と認定し、何例出てくる
かは、検討しないこととする。 
 
２． 方法 
まず、奈良期における「気」は JapanKnowledge Libの『新編日本古典文学全集』
データベース中の 10種の文献（２）と東京大学資料編纂所の「奈良時代古文書フルテ
キストデータベース」（３）を利用し、「気」という漢字を検索条件として抽出する。国
立国語研究所の「日本語歴史コーパス」もあるが、このコーパスは鎌倉期まで『新編
日本古典文学全集』が参照されているため、対象から外す。 
次に、平安期における「気」は同じく『新編日本古典文学全集』データベース中
の 9種の文学作品（４）と東京大学資料編纂所の「平安遺文フルテキストデータベー
ス」（５）と国際日本文化研究センターの「摂関期古記録データベース」（６）を利用し、
同じく「気」という漢字を検索条件で抽出する。 
そして、抽出した「気」を異なり語で意味分類を行うが、その際、辞書類や現代
語訳の出ているものはそれを参考にして決定する。分類には波木井（2019）で使用し
た以下の意味分類項目を使用するが、これは大分類として精神活動を表すものをＡ、
それ以外をＢとし、それぞれを小分類したものである。 
 
A1 気勢・意気込み        B1 天地・人にみなぎる気 
A2 意識・心の働き        B2 上昇する気体・自然現象・空模様 
A3 気持ち・気分         B3 悪い気・病気 
A4 考え・意思・意向       B4 様子・雰囲気・けはい 
A5 好き嫌い・関心        B5 味・匂い・成分 
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A6 配慮・気遣い         B6 傾向・性向・趣・品格 
A7 心配する気持ち・気掛かり   B7 息・呼吸 
A8 性格・気質          B8 きっかけ・はずみ・きざし 
A9 表に現れる感情        B9 時勢・評判・勢い 
B10 その他（当て字・地名・不明なも
の） 
 
意味分類の際、先行研究では一語に集約していた「ものものしき気（け）」「静か
なる気（け）」なども、一つ一つ抜き出して表示することとする。また、抽出したデ
ータは見やすいように語構成で分け、「気力」「気息」など「気」が前にくる語を「前
「気」」、「毒気」「熱気」など「気」が後ろにくる語を「後ろ「気」」とし、「雄抜之気
（ををしきいきさし）」のような句になっているものは「後ろ「気」句」として区分
して表示する。しかし、この区分は必ずしも厳密ではないことを断っておきたい。本
稿では日記文は訓読文の資料から、古文書は変体漢文の資料から抽出し、基本的には
そのままの形で抜き出すため、訓読をした際に語順が逆になることもあるためであ
る。また、「気・象未だ効れず（けはひ・かたちいまだあらはれず）」のような「気」
一語とみられるものは「前「気」」に入れておき、「気（け）かしこし」「気恐（けお
そ）ろし」「気離（けはな）れる」なども、どこから句と区別するか基準が難しいも
のは敢えて分けずに、すべて「前「気」」に入れておくこととする。 
なお、「気色」については、波木井（2016）で平安期の和文における「けしき」に
ついて調べた（７）際、「けしき」特有の意味用法が多く見られ、漢文資料の「気色」
についても別の機会に研究するつもりであるため、本稿では「気色（けしき）」を除
いた「気」を抽出し意味分類を行う。また、意味分類の際、地名や人名などの万葉仮
名として使われている「気」は取り上げず、同じ語形でも異なった意味で使われてい
るものは、すべて表示し数えるものとする。さらに、調査した資料に後世の研究者が
ふり仮名を付けているものは、参考までにそれを表示する。 
 
３． 奈良期の「気」 
まず、奈良期の「気」は地名・人名で使われている「気（ケ）」がとても多かった
が、それを除いて意味分類したものが資料１である。 
 
資料１ 奈良期の「気」 
前「気」 後ろ「気」 
気（いき・け・けはひ） B2・4・7 赤気（あかきしるし） B2 胆気（たんき） A1 
気絶（いきた）ゆる B7 毒気（あしきけ） B3 天気 B2 
気臭（かくさ）し B5 雨雲の気（け） B2 同気（どうき） B1 
気味（かぐはしきあじは
ひ） 
B5 意気（いき・こころばえ） A1B6 七気 B1 
気息（いき） B7 吹気（いぶき） B7 濤気（なみのけ） B2 
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気吹（いぶき） B7 役気（えきのけ） B3 廿四気 B1 
気噴（いぶき） B7 疫気（えやみ） B3 春気（はるのけ） B2 
気力（きりょく） A1 風気 B2 万気（ばんき） B1 
気上 B3 
神気（かみのけ・-いき・くす
しきけ） 
B1・3 禀気（ひんき） B1 
気象（けのかたち） B9 臭気（くさきか） B5 火気（ほけ・ほのけ） B2 
気淑（よ）し B2 雲気（くものけ） B2 
黥気（めさきのきずの
か） 
B5 
気沴（わざはひ） B3 烟気（けぶり） B2・5 飯気（めしのけ） B2 
12   辞気（ことばのいきざし） B9 湯気（ゆのけ） B2 
後ろ「気」 句 酒気（さけのか） B5 涼気 B2 
吹き撥ふ気（はらふいき） B7 塩気（しほけ） B5 妖気（わざはひ） B3 
倫に超れたる気（ひとにす
ぐれたるいき） 
A1 白気（しろきけ） B2 和気 B1 
雄抜之気（ををしきいきさ
し） 
A1 深気（しんき） A1 謁気 B10 
雄略しき気（ををしきいき
さし） 
A1 星気 B6 35   
4       
  
資料１によると、「気」は全部で 51種見つかり、「気色」という語はまだ見当たら
なかった。『新編日本古典文学全集』を先に調査したのだが、「奈良時代古文書フルテ
キストデータベース」から新たに見つかった「気」はわずか 7種（気上、風気、天
気、七気、廿四気、涼気、和気）であった。元々奈良期は調査した両方の資料の特徴
に大きな差がないためであろう。 
また、すべての分類結果を多い順に示すと以下であった。 
 
B2上昇する気体・自然現象・空模様 15種 気淑（よ）し、天気 
A1気勢・意気込み          7種 意気（いき）、胆気（たんき） 
B1天地・人にみなぎる気       7種 神気（くすしきけ）、廿四気 
B3悪い気・病気           7種 気上、毒気（あしきけ） 
B5味・匂い・成分          7種 気臭（かくさ）し、塩気（しほ
け） 
B7息・呼吸             7種 気息（いき）、吹気（いぶき） 
B6傾向・性向・趣・品格       2種 星気、意気（こころばえ） 
B9時勢・評判・勢い         2種 気象（けのかたち）、辞気（こと
ばのいきざし） 
B4様子・雰囲気・けはい       1種 気（けはひ） 
B10その他（不明なもの）       1種 謁気 
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奈良期の「気」は B2「上昇する気体・自然現象・空模様」の意味の言葉が 15種と
一番多く、B分類では B8「きっかけ・はずみ・きざし」以外のすべての意味の言葉が
見られた。精神を表す意味では A1「気勢・意気込み」のみで、二番目に多く 7種見
られた。 
今回調査した文献には「け」や「いき」などと和訓が付いているものが多く、
「き」というふり仮名は「気力（きりょく）」「深気（しんき）」「胆気（たんき）」「同
気（どうき）」程度で少なかった。しかし、この時代の「気」が「ケ」と理解されて
いたとは一概には言えず、『古語大鑑』でも、け【気】の欄の補説に、気（け）は
「「気」の字音に由来するとする説があるが、早い時期から、日常語彙に定着してい
たらしく、和語と結び付いて、様々な複合語を構成する。（中略）和語起源の「け
（乙）」と字音語で呉音の「ケ」が互に交渉しあって発達した語とする説もある」と
可能性を述べる程度に留まっている。そのため、漢字で書かれたものについては、当
時どのように読まれていたか、実際には分からないところであろう。 
             
４． 平安期の「気」 
次に平安期の「気」の調査結果を示すが、平安期においては、和文と変体漢文及
び漢文訓読文で「気」の使用に大きな差が見られたため、和文のみの「気」の使用を
示した後、漢文を合わせた平安期全体の「気」の使用を見ることにする。 
 
４．１ 平安期・和文の「気」 
まず、『新編日本古典文学全集』から抽出した、和文における「気」を語構成で分
け、意味分類したものが資料２である。 
 
         資料２ 平安期・和文の「気」 
前「気」 後ろ「気」 後ろ「気」 句 
気力 A1 足の気（あしのけ） B3 朝日の気（け） B2 
気（け）あがる B3 脚（の）気（あしのけ） B3 神々（かうがう）しき気（け） B4 
気疎（けうと）し B6 暑気（あつけ） B3 紅の黄ばみたる気（け） B6 
気置（けお）く A5 雨気（あめけ） B2 心にくき気 B6 
気（け）おさる A1 王気（おうけ）づく B6 心恥づかしき気（け） B6 
気恐（けおそ）ろし B4 黄気（きいけ） B6 ことごとしき気（け） B6 
気劣（けおと）る B4 邪気（ざけ） B3 静かなる気（け） B6 
気（け）かしこし B4 酒の気（け） B5 なまめかしき気（け） B6 
気上（けざう）す B3 天気（てんけ） B2 にほひたる気（け） B6 
気（け）添ふ B6 人（の）気（ひとげ） B4・6・9 まがまがしき気（け） B4 
気高（けたか）し B6 法気（ほうけ）づく B6 ものものしき気（け） B6 
気近（けちか）し B6 老気（らうげ） B3 わづらはしき気（け） B6 
気取（けと）る A2 霊気（りやうけ） B3 12   
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気（け）なし B6 13     
気（け）なつかし B4     
気（け）（の/や）のぼる B3     
気配（けはい） B4     
気離（けはな）れる B4     
気（け）もない B1     
19       
 
資料２によると、平安期の和文の「気」は、「気色（けしき）」を除くと全部で 44
種であった。意味分類を多いものから上げると、以下のとおりである。 
 
B6傾向・性向・趣・品格      18種 気高（けたか）し、黄気（きい
け） 
B3悪い気・病気           9種 気（け）あがる、邪気（ざけ） 
B4様子・雰囲気・けはい       9種 気劣（けおと）る、まがまがしき
気 
B2上昇する気体・自然現象・空模様  3種 雨気（あめけ）、朝日の気（け） 
A1気勢・意気込み          2種 気力、気（け）おさる 
A2意識・心の働き          1種 気取（けと）る 
  A5好き嫌い・関心          1種 気置（けお）く 
B1天地・人にみなぎる気       1種 気（け）もない 
B5味・匂い・成分          1種 酒の気（け） 
 
B6「傾向・性向・趣・品格」を表す言葉が一番多く、18種見つかった。次に B3
「悪い気・病気」と B4「様子・雰囲気・けはい」も多く、Ｂ分類の言葉がほとんど
であるが、「気色」を除く平安期の和文の「気」は、意味がそれほど広くなかったこ
とが分かる。また、奈良期には見られない、「気なつかし（けなつかし）」、「気恐ろし
（けおそろし）」などの語の前について様子を表す接頭語としての用法が出現してい
た。『日本国語大辞典』の該当箇所を以下に引用しておく。 
 
け【気】 
二〔接頭〕様子の意を表わす名詞「け」が、接頭語として用いられたもの。 
(1)主として形容詞、また動詞、形容動詞の上に付いて、様子、気配などの意を表
わす。様子が…である。「けおそろし」「けうとし」「けぎよし」「けざやか」「けだ
かし」「けぢかし」「けどほし」「けどる」「けなつかし」「けにくし」など。 
(2)動詞、形容詞の上に付いて、何となく、漠然とした、などの意を表わす。「け
押される」「けだるい」など。 
 
４．２ 平安期・和文と漢文の「気」 
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次に、和文のデータに古文書と日記文から抽出したデータを合わせたものが資料 3
である。 
 
 
          資料 3 平安期の「気」 
前「気」 
気 B1・2・7 気味 B5 気高（けたか）し B6 
気韻 B6 気力 A1B1  気近（けちか）し B6 
気薀 B1 気（け）（が）あがる B3 気遠 B6 
気街 B1 気有り B4 気取（けと）る A2 
気岸 B10 気置（けお）く A5 気（け）なし B6 
気空 B2 気（け）おさる A1 気なつかし B4 
気候 B2 気（け）かしこし B4 気（け）（の/や）のぼる B3 
気喧 B2 気上(けざう）す B3 気配（けはい） B4 
気衝 B1 気息す B7 気離（けはな）れる B4 
気蒸 B2 気（け）添ふ B6 気（け）もなし B1 
気体 B1 気疎（けうと）し B6 気（を）絶（つ・ゆ） B7 
気通 B2 気恐（けおそ）ろし B4 気を息（やす）む B7 
気方 B3 気劣（けおと）る B4 40   
気憊 B1 気冷ゆ B2   
 
後ろ「気」 
噫気 B7 雲気 B2 憚気 B9 
悪気 B3 景気 B2 畜気 A1 
足の気（あしのけ） B3 結気 B3 土気 B5 
脚（の）気（あしのけ） B3 減気 B3 天気（てんけ） A4・9B2 
秋気 B2 血気 B3 同気 B1 
暑気（あつけ） B3 元気 B1 道気 B1 
熱気 B3 五行気 B1 毒気 B3 
甘気 B5 香気 B5 難気 A9 
雨気（あめけ・うき） B2 剛気 A1 二気 B1 
意気（いき） A1 魂気 B1 韮気 B5 
粋気 A1 作気 B9 廿四気 B1 
慰気 B1 酒（の）気（け） B5 悩気（のうけ） B4・8 
一気 B7 邪気（ざけ・じゃけ） B3 濃気 B2 
異気 B2 寒気 B2・3 肺気 B7 
韻気 B6 産気（さんけ） B8 発韻気 B7 
陰気 B1・3 残気 B1 春之気 B2 
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陰陽之気 B1 散気 B5 播気 B2・3 
陰陽和気 B1 時気 B2・9 脾気 B1 
諾気 B4 施気 B1 人（の）気（ひとげ） B4・6・9 
鬱（の）気 A4B4 湿気 B2・3 火気 B8・9 
鋭気 A1 死気 B4 平気 B1・4 
穢（の）気（えのき） B3・8 紫気 B2 風気（ふうき） B2・3 
疫気 B3 愁気 B4 旧気 B5 
悦気（えつき） A3B4 秀気 B2 忿気（ふんき） A1B4 
怨気（えんき） A3 淑気 B1 兵気 B4 
媛気 B1 十二風気 B2 芳気 B5 
炎気 B2 咲気（しょうき） A9 火気 B2 
王気（おうけ）づく B6 生気（しょうき） B1 法気（ほうけ）づく B6 
恩気 A4 瘴気（しょうき） B3 水之気 B1 
佳気 B1 上気 B3 望気 B2 
下気 A3 食気 B1 霧（之）気 B2 
怪気 B3 心気 A2 物気 B3 
形気 B1 腎気 B1 病の気 B4 
勝気 B1・6 攘気 B3 柔気 B2 
金気 B5 白気 B2 有気 B2 
勘気 A1 酔気（すいき） B4・5 遊気 B2 
神気 B1 瑞気 B8 恙気 B3・4 
乾気 B2 晴気（せいき） B2 妖気 B3 
旱気 B2 精気 B1 陽気 B1 
感気 B4 崇気 B3 養気 B1 
肝気 B1 腥気 B5 余気（よき） A3B3・4 
黄気（きいけ） B6 清濁気 B1 涼気 B2 
鬼気（きき） B3 節気 B2 霊気（りやうけ・れいき） B１・3 
喜気 B1 瘡気 B4 練気 B1 
北気 B2 爽気 B2 老気（ろうき・らうげ） A1B3 
狂気 A2 増気 B3 和気（わき） A3B2・4 
凝気 B1 素商気 B2 災気 B3 
禁気 B2 託気 B2 145   
黒気 B3 暖気 B2   
 
後ろ「気」 句 
相惜しむ気 B4 顧念之気 B4 秘蔵の気 B4 
哀慽之気 B4 朔風之気 B2 病脳の気 B4 
哀痩（あいそう）の気 B4 左府の気 A4 風雨の気 B2 
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哀憐（あいれん）の気 B4 志さるべき気 A4 怖畏し給ふ気 B4 
悪魚（あくぎょ）の気 B4 山水之気 B2 怖畏の気 A4 
朝日の気（け） B2 参入すべき気 A4 不快の気 A4・9B4 
遏絶（あつぜつ）の気 A4 思惟（しい）する御気 B4 不興の気 A4 
恠（あや）しむ気 B4 承引之気 A4 不浄(の）気 B3 
奇（あや）しむ気 B4 承諾の気 A4・9 不例（ふれい）の気 B4 
出立すべき気 A4 許容の気 A4 忿悁気 B4 
陰雨（いんう）の気 A9B2  固辞の気 B4 
忿怒（ふんぬ）の（御）
気 
B4 
允容之気 A4 五酔乃気 B7 平復の（し給う）気 B8 
諾する気 B4 時行の気 B8 平愈の気 B8 
鬱々（うつうつ）の気 B4 邪霊の気 B4 褒誉の気 B4 
寃牢之気 B1 呪詛の気 B9 南風の気 B2 
驚く気 B4 相府（しょうふ）の気 A4 御薬の気 B4 
惜気 B4 随喜（ずいき）の気 B4 催す気 A4 
発り給ふべき気 B4 奏すべき気 B4 安からざる気 A9 
御産の気 B8 責めて取る気 A1 憂傷之気 B4 
海岸気 B2 其の気 
A9B1・2・
4・5・8 
憂歎（ゆうたん）の気 B4 
懐妊の気 B8 大将の気 A4 猶予の気 A4B4 
懐抱之気 B8 堪へ難き気 B4 許す（さざる）気 A4 
咳病（がいびょう）の気 B4 歎息（たんそく）の気 B4 要望の気 A4 
感悦（かんえつ）の気 B4 丹の気 A4 窈冥気 B1 
甘心の気 B4 中風之気 B3 悦ばざる気 B4 
感ぜらるる気 B4 寺家之気 B6 慶びの気 B4 
感歎の気 B4 同ぜらるる気 B4 宜しい（き）気 A4・9B8 
勘当の気 B4 動揺の気 B4 雷火の気 B2 
興委の気 B4 咎め仰せらるる気 B4 雷鳴の気 B2 
響応の気 A4 執る所の気 A4 蘭蕙之気 B5 
凝之気 B1 訪ふべき気 A4 膂力（りょりょく）の気 B4 
恐怖の気 B4 聴聞の気 A4 臨終の御気 B4 
懈怠の気 B4 泥酔の気 B4・7 霊物の気 B1 
醺醺之気 B4 天恩の気 A4 冷泉院の御気 B3 
減ずる気 B8 温し給ふ気 B4 和解（わかい）の気 B4 
浩然之気 B1 
悩む・み給ふ（御する）
気 
B4・8 和顔（わがん）の気 A9 
酷烈之気 B1 濁る気 B4 患（わずら）ふ気 B4 
枯槁の気 B8 憚らるる気 B4 煩（わずら）ふ気 B4 
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克調之気 B2 腹立せらるる気 B4 和暖の気 B2 
五酔之気 B5 孕む気 B8 和調之気 B1 
    120   
 
 資料 3によると、「気」は全部で 305種も見つかった。漢文資料にだけ使われてい
る言葉が 261種もあったことになり、文体により「気」の使用に大きな差が見られ
た。 
また、意味分類の結果を多いものから順に挙げると以下のとおりである。 
 
B4様子・雰囲気・けはい      79種 愁気、憂傷之気 
B1天地・人にみなぎる気      55種 陰陽之気、元気 
B2上昇する気体・自然現象・空模様 55種 気候、秋気 
B3悪い気・病気          39種 悪気、中風之気 
A4考え・意思・意向         28種 天気、許さざる気 
B8きっかけ・はずみ・きざし     17種 瑞気、時行の気 
B5味・匂い・成分          14種 気味、香気 
B6傾向・性向・趣・品格       14種 気顔、寺家之気 
A1気勢・意気込み          11種 鋭気、剛気 
A9表に現れる感情          10種 宜しき気、安からざる気 
B7息・呼吸            10種 泥酔の気、噫気 
B9時勢・評判・勢い         6種 憚気、呪詛の気 
A3気持ち・気分                5種 怨気（えんき）、和気 
A2意識・心の働き                   3種 狂気、心気 
A5好き嫌い・関心                   1種 気置（けお）く 
B10その他（不明なもの）      1種 気岸 
 
 平安期全体では、Ａ分類が 58種、Ｂ分類が 290種で、Ｂ分類のすべての意味の言
葉が見られた。特に多かったのは、奈良期には一種しか見られなかった B4「様子・
雰囲気・けはい」の意味の言葉で 79種もあった。また、奈良期にも平安期の和文に
もなかった A4「考え・意志・意向」と B8「きっかけ・はずみ・きざし」と A9「表に
現れる感情」の意味の言葉が漢文資料に現れ、しかもまとまった数が見られた。これ
らは波木井（2016）で見た平安期和文の「気色（けしき）」の意味が想起され、実際
に同様の用法で使われているものが目についた。例えば、和文では「～の気色（けし
き」で表されていたものが、漢文訓読文では「感歎の気」「煩（わずら）ふ気」のよ
うに「～の気」で表されていた。ここでは「気色」を考察から除いているため、和文
にこれらの意味の言葉見つからない結果となったが、実際には「気色（けしき）」の
意味として存在する。 
さらに、同じ語でも和文と漢文で異なった意味で使われているものや、同じ出来
事を言い表すのに、使用される言葉が違うものがあった。次の節でその例をいくつか
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挙げて考察したい。 
 
４．３ 和文と漢文の比較 
 まず、「天気」という語を見る。和文も漢文も B2「空模様」の意味で使われている
が、漢文にのみ、A4「意向」と A9「機嫌」の意味での使用が見られる。そして、和
文ではこれらが「気色（けしき）」という語で表されているため、その例を以下に挙
げる。なお、カッコ内は訓読文である） 
 
 【空模様】 
  ・社頭就間、天気晴（御堂関白記 1007.2.29） 
（晴社頭に就く間、天気、晴る。） 
 
  ・夜更けて、西東も見えずして、天気のこと、楫取の心にまかせつ。 
（土佐日記 P26） 
 
【天皇の意向】 
・〈義懐・公季依天気射之、定〔是〕右大臣所奏行也〉（小右記 984.10.24） 
（<義懐・公季、天気に依りて射る。是れ右大臣の奏し行なふ所なり。>） 
 
  ・かくて、仲忠の侍従何ごとにもすぐれ、ただ今世にたぐひなく抜け出でたる人
なれば、よろづの上達部、親王たちも婿にせむ、婿にせむと思しあまるは、御
気色取りたまへど、さらにうけひかず、殿にのみあり。（うつほ物語 P110） 
 
 【天皇の機嫌】 
  ・頭事有仰、其次奏聞身上、天気好、他事多々（小右記 1014.3.15） 
（「頭の事、仰せ有り。其の次いでに身上を奏聞す。天気、好し」と。他の事、
多々なり。） 
 
  ・唐の国の帝は、遠狩りしたまふとては、十、二十日こそは。四、五日のほど
は、いとよくおはしますなむ」と奏したまへば、御気色よくて、「さらば」など
のたまはす。（うつほ物語 P514～515） 
 
ここでは「天気」を例に挙げ、漢文資料にだけ見られる「意向」や「機嫌」の意
味の用例を見たが、他にも和文の中では「気色（けしき）」で表されるのに対して、
漢文では前に人の役職名などを入れて、「左府の気」「大将の気」などでその人の「意
向」や「機嫌」を表す例が見られた。 
「気色（けしき）」という語は奈良期には見つからなかったが、平安期の今回調査
した変体漢文と漢文訓読文の中には合わせて 500件ほど見られ、和文にはひらがな表
記と合わせ 1000件ほど見られた。特に平安期の和文において頻繁に使用される語で
あるが、漢文では「気色」という語も使いながらも、同じことを「気」でも表してい
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る。その例を以下に挙げる。 
 
【雲の様子】 
・去夜子時許、通夜大雨下、従早朝天晴、無雲気、（御堂関白記 1004．5.22） 
（去ぬる夜の子時ばかりより、夜を通して大雨、下る。早朝より天晴れ、雲気
無し。） 
 
・「今日、風、雲の気色はなはだ悪し」（土佐日記 P43） 
 
 「雲の様子」を表すのに、漢文では「雲気」、和文では「雲の気色」が選ばれてい
る。 
 
 【懐妊の兆候】 
・又此更衣已有懐任気（小右記、993.閏 10.14） 
（又、此の更衣、已に懐妊の気有り。） 
 
  ・御子二ところおはするを、またも気色ばみたまひて、五月ばかりにぞなりたま
へれば、神事などにことつけておはしますなり。（源氏物語 若菜下 P182） 
 
 漢文では「懐妊気」という言葉を使っているが、和文では様々な意味に使う「気色
ばむ」という言葉だけで「懐妊の兆候」を言い表している。 
 
【出産の兆候】 
  ・左武衛室六カ日有産気色、不遂其事、今朝重煩云々（小右記 1005.2.8） 
（「左武衛の室、六个日に産の気色有るも、其の事を遂げず。今朝、重く煩ふ」と
云々。） 
  ・従近衛〔御〕門、有産気有消息、仍行向（御堂関白記 1018.12.8） 
（近衛御門より、「産気有り」と消息有り。仍りて行き向かふ。） 
 
・十月になりて、中の十日ばかりに、宮気色ありて悩みたまふ。（うつほ物語 
蔵開上 P334） 
 
 「出産の兆候」を漢文では「産気色」や「産気」という言葉で表すが、和文ではた
だ「気色ある」だけで同様の出来事を表している。 
奈良期の「気」に A4「考え・意志・意向」、B8「きっかけ・はずみ・きざし」、A9
「表に現れる感情」の意味の言葉がなかったことや、上記の用例から見ると、平安期
に多義化した「気色（けしき）」の意味が「気」に影響を与えたのではないかという
予想がたつ。これらの意味と今回の平安期の「気」の調査で一番多かった B4「様
子・雰囲気・けはい」が平安期の「気色（けしき）」の中心的な意味だからである。 
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５． おわりに 
 本稿では奈良期と平安期の「気」の意味を調査した。奈良期と平安期の「気」は主
にＢ分類の意味で、精神活動を表すＡ分類の意味の語はそれほど多くなかった。 
また、平安期には文体の違いによる言葉の違いが謙虚に見られ、和文では「気色
（けしき）」と表されるところを漢文では「気」で表されるものや、同じ語でも、漢
文特有の意味を持っているものが見られた。「天気」を例に挙げたが、平安期のこの
語は田中（2013）が指摘する、和文と漢文の文体間共通語における用法のパターン
（８）の内、「訓読語の用法が和文語の用法を内包する」パターンに該当するかと思わ
れる。今後もこのような観点で、他の「気」にまつわる語も調べていきたい。 
次に、和文には出てこない表現なのに、日記文の中に頻繁に出てくる言葉と、1件
だけではあったが、和文だけに使われていた意味の語を一つずつ挙げておきたい。ま
ず、漢文によく使われているのは「脳（の）気」「悩み給う気」という表現である。
「病煩いの様子」を意味し、現代の「悩む」という概念とは異なる使い方である。和
文でも「悩み給ふ」という表現はよく見られるのだが、「気」や「気色（けしき）」と
は一緒には使われていなかった。また、和文にだけ使われていた意味の言葉は、「気
置（けお）く」である。うつほ物語の中に出てくるが、『新編日本古典文学全集』頭
注に、「恋着するの意」とあることから A5「好き嫌い・関心」に分類した。しかし、
頭注の中に「藤壺の発言における「心置き」が対応している」ともあることや、他の
和文には見られないことから、この言葉や意味は、ここだけの特殊な使い方だったと
も考えられる。 
最後に、本稿での調査を踏まえ、次には鎌倉期の文体の違いによる「気」の調査
を行いたいと考えている。 
 
【注】 
（１） 「気」にまつわる言葉とは、「気」及び、「気力」「天気」「気にいる」など、漢字の「気」
を含む言葉全般をいう。 
（２） 古事記、日本書紀、播磨国風土記、出雲国風土記、豊後国風土記、肥前国風土記、常陸国
風土記、逸文、逸文参考、万葉集 
（３） 「奈良時代古文書フルテキストデータベース」は史料編纂所が出版した『大日本古文書』
（編年文書）全25冊の全文データベースである。 
（４） 竹取物語、古今和歌集、平中物語、土佐日記、蜻蛉日記、うつほ物語、落窪物語、枕草
子、源氏物語 
（５） 『平安遺文』（東京堂出版刊行）は、故竹内理三氏が編纂した平安時代古文書・金石文など
の編年文書集で、データベースは『平安遺文』のうち文書部分と、『平安遺文』に未収載であっ
た『新訂増補国史大系』（吉川弘文館刊）などの文書の全文が検索できる。 
（６） 摂関期古記録データベースは、以下の書籍を検索できる。八条式部卿私記、太后御記、沙
門仲増記、元方卿記、済時記、藤原宣孝記、御堂関白記、小右記、権記、一条天皇御記、左経
記、春記、二東記、後朱雀天皇御記、師実公記、後三条天皇御記、寛治二年記、季仲卿記、高
階仲章記、清原重憲記 
（７） 波木井（2016）「「気」の意味とその変遷」の第四章で、「けしき」の使用と意味を
JapanKnowledge Lib『新編日本古典文学全集』データベースを利用し、以下の文献より調査し
た。竹取物語、古今和歌集、伊勢物語、大和物語、平中物語、土佐日記、蜻蛉日記、うつほ物
語、落窪物語、枕草子、源氏物語 
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（８） 田中（2013）では、文体間共通語の用法の在り方として、以下の四つのパターンを挙げて
いる。Ａ「和文語の用法が訓読語の用法を内包する関係にある場合」、Ｂ「和文語の用法と訓読
語の用法とで一致部分と相違部分とがある場合」、Ｃ「訓読語の用法が和文語の用法を内包する
場合」、Ｄ「訓読語と和文語とで実際の用例上で用法に共通性が乏しい場合」 
 
【使用データベース】 
JapanKnowledge Lib『日本国語大辞典 第二版』（小学館）、http://japanknowledge.com（参照
2020.02.22） 
JapanKnowledge Lib『新編日本古典文学全集』（小学館）、http://japanknowledge.com（参照
2020.02.22） 
「奈良時代古文書フルテキストデータベース」（東京大学資料編纂所） 
https://wwwap.hi.u-tokyo.ac.jp/ships/shipscontroller（参照 2020.02.22） 
「摂関期古記録データベース」（国際日本文化研究センター 
http://rakusai.nichibun.ac.jp/kokiroku/index.php（参照 2020.02.22） 
「平安遺文フルテキストデータベース」（東京大学資料編纂所） 
https://wwwap.hi.u-tokyo.ac.jp/ships/shipscontroller（参照 2020.02.22） 
「古記録フルテキストデータベース」（東京大学資料編纂所） 
http://wwwap.hi.u-tokyo.ac.jp/ships/shipscontroller（参照2020.02.22） 
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